
【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 0

自主事業収入 60,300,000 58,590,710 1,709,290 63,278,980

物品販売収入 0

手数料収入 0

指定管理料 232,472,000 232,472,000 0 235,874,000

その他収入 3,703,000 4,947,206 (1,244,206) 3,688,043

収入総額 296,475,000 296,009,916 465,084 302,841,023

人件費 54,464,000 54,605,436 (141,436) 53,371,370

事務費 843,000 841,834 1,166 821,027

管理費 201,483,000 197,866,757 3,616,243 190,496,641

自主事業経費 39,685,000 42,557,317 (2,872,317) 61,576,243

光熱水費 0

リース料 0

その他 0

支出総額 296,475,000 295,871,344 603,656 306,265,281 0

0 138,572 (138,572) (3,424,258) 0
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指定管理業務において協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行えることができた。

　平成７年の発足以来、河内長野市内の公園管理に携り、そのなかで得た知識や経験は、現在の市内公園管理には欠かせないも
のとなっている。高いレベルにおいて、各公園に応じた適正な管理を行った。
　また、美加の台においては、地元市民と市民協働活動を、美加の台や上原においては、ボランティア団体との里山再生活動を行
い、市内の緑地整備に貢献した。
　オータムマーケットにおいてはフリーマーケットを行って、幅広い世代が公園を訪れるよう促進した。また、テラナリエの愛称で親し
まれている寺ケ池公園イルミネーションでは、例年と異なるイルミネーションを展示し、好評を博した。
　ただ、全体的にみると、昨年と同様、（公財）河内長野市公園緑化協会の知名度は総じて低いため、より一層の公園利用の促進や
きめ細やかな住民対応により、知名度の向上を図っていくことが求められる。


